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(57)【要約】
【課題】経鼻内視鏡検査において経鼻内視鏡の挿入を補
助する経鼻内視鏡用ガイドチューブを提供すること。
【解決手段】経鼻内視鏡用ガイドチューブ１は、長手方
向に略均一の断面形状を有してなる。経鼻内視鏡用ガイ
ドチューブ１の断面形状は、複数のリブ部１１と内側に
折り畳み可能な薄壁部１２とよりなる。薄壁部１２は、
リブ部１１よりも薄肉であって、かつ、周方向に隣り合
って位置する２箇所のリブ部１１を連結する部分である
。薄壁部１２を内側に折り畳んだ縮径状態の経鼻内視鏡
用ガイドチューブ１は、経鼻内視鏡３の挿入に応じて内
側に折り畳んだ薄壁部１２を展開することにより拡径可
能である。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　経鼻内視鏡の挿入を補助するための管状の経鼻内視鏡用ガイドチューブであって、
　長手方向に略均一な断面形状を有してなり、当該断面形状が、内側に凸状を呈する複数
のリブ部と、該リブ部よりも薄肉であって、かつ、周方向に隣り合って位置する２箇所の
上記リブ部を連結するように構成した薄壁部とよりなることを特徴とする経鼻内視鏡用ガ
イドチューブ。
【請求項２】
　請求項１において、上記断面形状は、略円形の外形状を呈するものであることを特徴と
する経鼻内視鏡用ガイドチューブ。
【請求項３】
　経鼻内視鏡の挿入を補助するための管状の経鼻内視鏡用ガイドチューブであって、
　長手方向に略均一の断面形状を有してなり、当該断面形状が、複数のリブ部と、該リブ
部よりも薄肉であって、かつ、周方向に隣り合って位置する２箇所の上記リブ部を連結す
ると共に内側に折り畳み可能に構成した薄壁部とよりなり、
　当該薄壁部を内側に折り畳んだ縮径状態の上記断面形状が、上記経鼻内視鏡の挿入に応
じて内側に折り畳んだ上記薄壁部を展開することにより拡径し得るように構成してあるこ
とを特徴とする経鼻内視鏡用ガイドチューブ。
【請求項４】
　請求項３において、拡径状態において内側に凸状をなすように上記リブ部を形成してあ
ることを特徴とする経鼻内視鏡用ガイドチューブ。
【請求項５】
　請求項４において、拡径状態において、略円形状の断面外形状を呈するように構成した
ことを特徴とする経鼻内視鏡用ガイドチューブ。
【請求項６】
　請求項１～５のいずれか１項において、受検者が上下の歯で把持可能に構成した把持片
を含む挿入位置保持ブロックを固定してなることを特徴とする経鼻内視鏡用ガイドチュー
ブ。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、鼻孔から経鼻内視鏡を挿入する際に使用する補助具に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、例えば、胃などの上部消化管に内視鏡を挿入して検査する内視鏡検査が知ら
れている。このような内視鏡検査では、例えば、ＣＣＤ等の撮像デバイスを装備した先端
部の向きを遠隔操作可能に構成した内視鏡が用いられる。そして、内視鏡検査を実施する
に当たっては、受検者の体内の挿入経路の屈曲形状に対応して適宜、先端部の向きを遠隔
操作しながら、ゆっくりと内視鏡を前進させていき検査対象部位まで到達させている。
【０００３】
　上記のような内視鏡検査としては、例えば、受検者の口から内視鏡を挿入する経口内視
鏡検査がある。経口内視鏡検査においては、内視鏡が舌根に接触するおそれがあり、咽頭
反射による嘔吐感が誘発されるおそれがある。そして、このような検査中の嘔吐感等は、
経口内視鏡検査の受検者にとっての大きな負担となっている。これに対し、撮像デバイス
の小型化等、近年の技術革新による内視鏡の細径化により、鼻孔から内視鏡を挿入する経
鼻内視鏡検査が実施されるようになってきている（例えば、特許文献１参照。）。経鼻内
視鏡検査によれば、内視鏡が舌根に接触するおそれが少ないため、嘔吐感の発生を未然に
抑制でき、受検者の負担を効果的に軽減し得る。
【０００４】
　しかしながら、上記従来の経鼻内視鏡検査では、次のような問題がある。すなわち、鼻
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孔から上記内視鏡を挿入する際、毛細血管が集中し、かつ、非常に弱い鼻腔粘膜を傷つけ
てしまうおそれがあるという問題がある。特に、経鼻内視鏡検査を実施する側の技術が未
熟である場合には、鼻腔粘膜の損傷による出血や痛み等が発生するおそれが高くなる。
【０００５】
【特許文献１】特開２００６－６８０３０号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明は、上記従来の問題点に鑑みてなされたものであり、経鼻内視鏡検査において経
鼻内視鏡の挿入を補助する経鼻内視鏡用ガイドチューブを提供しようとするものである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　第１の発明は、経鼻内視鏡の挿入を補助するための管状の経鼻内視鏡用ガイドチューブ
であって、
　長手方向に略均一な断面形状を有してなり、当該断面形状が、内側に凸状を呈する複数
のリブ部と、該リブ部よりも薄肉であって、かつ、周方向に隣り合って位置する２箇所の
上記リブ部を連結するように構成した薄壁部とよりなることを特徴とする経鼻内視鏡用ガ
イドチューブにある（請求項１）。
【０００８】
　上記第１の発明の経鼻内視鏡用ガイドチューブは、受検者の鼻孔から上記経鼻内視鏡を
挿入する際、事前に挿入しておくための補助具である。この経鼻内視鏡用ガイドチューブ
を予め挿入しておけば、当該経鼻内視鏡用ガイドチューブに上記経鼻内視鏡を挿入してい
くことで比較的容易に挿入作業を実施できるようになる。上記経鼻内視鏡用ガイドチュー
ブを利用して上記経鼻内視鏡の挿入作業を実施すれば、例えば、先端部分にＣＣＤカメラ
など撮像デバイス等を配置した上記経鼻内視鏡によって鼻腔粘膜等を傷つけるおそれを未
然に抑制することができる。
【０００９】
　特に、上記第１の発明の経鼻内視鏡用ガイドチューブの断面形状は、複数の上記リブ部
と、周方向に隣り合う上記リブ部の間に形成した上記薄壁部とよりなる。つまり、上記経
鼻内視鏡用ガイドチューブは、その断面形状において、上記リブ部と上記薄壁部とを周方
向に交互に現れるように環状に配置したものである。さらに、上記経鼻内視鏡用ガイドチ
ューブでは、内側に向かって凸状をなすように上記リブ部を形成してある。
【００１０】
　上記のような経鼻内視鏡用ガイドチューブでは、上記経鼻内視鏡を挿通させる際、当該
経鼻内視鏡の外周面が上記リブ部の突出方向の先端面と接触しながら摺動し得る。それ故
、上記経鼻内視鏡用ガイドチューブによれば、上記経鼻内視鏡との接触面積を低減でき、
これにより摺動摩擦力等に起因する挿通抵抗を抑制し得る。このように挿通抵抗を抑制で
きれば、経鼻内視鏡を挿入していく作業を容易に実施し得るようになる。そして、挿入作
業を容易にできれば、無理な力が受検者側に作用するおそれを抑制でき、さらに、挿入に
要する時間を短縮することで受検者の負担を軽減し得るようになる。
【００１１】
　以上のように、上記第１の発明の経鼻内視鏡用ガイドチューブは、上記経鼻内視鏡を挿
通させる際の抵抗を抑制でき、受検者に作用するおそれがある負担を効果的に軽減し得る
という優れた特性を備えたものである。
【００１２】
　第２の発明は、経鼻内視鏡の挿入を補助するための管状の経鼻内視鏡用ガイドチューブ
であって、
　長手方向に略均一の断面形状を有してなり、当該断面形状が、複数のリブ部と、該リブ
部よりも薄肉であって、かつ、周方向に隣り合って位置する２箇所の上記リブ部を連結す
ると共に内側に折り畳み可能に構成した薄壁部とよりなり、
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　当該薄壁部を内側に折り畳んだ縮径状態の上記断面形状が、上記経鼻内視鏡の挿入に応
じて内側に折り畳んだ上記薄壁部を展開することにより拡径し得るように構成してあるこ
とを特徴とする経鼻内視鏡用ガイドチューブにある（請求項３）。
【００１３】
　上記第２の発明の経鼻内視鏡用ガイドチューブは、上記第１の発明と同様、受検者の鼻
孔から上記経鼻内視鏡を挿入するに当たって事前に挿入しておき、当該経鼻内視鏡の挿入
作業を補助するための補助具である。この経鼻内視鏡用ガイドチューブでは、周方向に隣
り合う上記リブ部を連結する上記薄壁部を内側に折り畳み可能である。それ故、上記経鼻
内視鏡用ガイドチューブは、この薄壁部を内側に折り畳むことで容易に縮径することがで
きる。
【００１４】
　そして、縮径状態の上記経鼻内視鏡用ガイドチューブによれば、比較的容易に鼻孔から
挿入していくことができる。その後、上記経鼻内視鏡を挿入する際には、上記経鼻内視鏡
用ガイドチューブは、内側に折り畳んだ上記薄壁部を展開させることにより容易に拡径で
き、上記経鼻内視鏡を挿通可能な状態に移行し得る。
【００１５】
　上記経鼻内視鏡用ガイドチューブによれば、縮径状態で鼻孔から挿入できるので、上記
経鼻内視鏡を直接挿入するのに比べて格段に受検者の負担を軽減し得る。そして、上記経
鼻内視鏡用ガイドチューブを利用して上記経鼻内視鏡を挿入していくに当たっては、当該
経鼻内視鏡の挿入に応じて上記経鼻内視鏡用ガイドチューブが拡径して膨らむのみである
。それ故、例えば、鼻腔粘膜に対する擦れ等を抑制でき、鼻腔粘膜の損傷等を確実性高く
未然に回避できる。そして、鼻腔粘膜の損傷等に起因した出血や痛みを抑制することによ
り、受検者の負担を極めて効果的に軽減し得る。
【００１６】
　以上のように、上記第２の発明の経鼻内視鏡用ガイドチューブは、縮径状態で鼻孔から
容易に挿入可能であり、かつ、内側に折り畳んだ上記薄壁部を展開させることで上記経鼻
内視鏡を挿通させ得る程度に拡径し得るという優れた特性を有するものである。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１７】
　上記第１又は上記第２の発明において、上記経鼻内視鏡用ガイドチューブとしては、し
なやかに屈曲し得るよう、可撓性高く形成しておくことが好ましい。上記経鼻内視鏡用ガ
イドチューブをしなやかに屈曲させるためには、上記リブ部及び上記薄壁部の厚さを外径
に対して適切に設定したり、人体に無害な材料の中から可撓性等に優れた材質を選択する
ことが好ましい。上記経鼻内視鏡用ガイドチューブの材質としては、例えば、生体適合性
プラスチック材料として認められたポリプロピレン、ポリウレタン、ナイロン等を利用す
ることができる。
　また、上記経鼻内視鏡としては、光ファイバーを利用した軟性内視鏡や、ＣＣＤやＣＭ
ＯＳ等の撮像素子を利用した電子内視鏡等、様々な態様のものがある。
【００１８】
　上記第１の発明において、上記断面形状は、略円形の外形状を呈するものであることが
好ましい（請求項２）。
　この場合には、上記経鼻内視鏡用ガイドチューブの外周面の曲率を低くすることにより
、上記経鼻内視鏡用ガイドチューブの外周面と鼻腔粘膜等、受検者側との接触面積を拡大
できる。そして、この接触面積を拡大できれば、上記経鼻内視鏡用ガイドチューブから受
検者に作用するおそれがある力を分散して伝達させることができ、受検者が痛みを感じる
おそれを抑制し得るようになる。
【００１９】
　上記第２の発明において、拡径状態において内側に凸状をなすように上記リブ部を形成
してあることが好ましい（請求項４）。
　この場合には、上記経鼻内視鏡用ガイドチューブに対して上記経鼻内視鏡を挿通させる
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に当たり、上記第１の発明と同様、挿通抵抗を低減させることができる。
【００２０】
　また、拡径状態の上記経鼻内視鏡用ガイドチューブは、略円形状の断面外形状を呈して
いることが好ましい（請求項５）。
　この場合には、上記経鼻内視鏡用ガイドチューブの外周面の曲率を低くでき、鼻腔粘膜
等、受検者側に作用する力を分散させることができる。
【００２１】
　さらに、周方向における上記リブ部の配置間隔を１５０度未満、より好ましくは３０度
～６０度に設定しておくことも良い。この場合には、２つ以上の複数の上記リブ部により
上記経鼻内視鏡の外周面を支持し得るようになる。そして、上記経鼻内視鏡用ガイドチュ
ーブの外周面を介して上記経鼻内視鏡から受検者側に作用するおそれがある力を、上記複
数のリブ部を形成した周方向範囲に分散させることができる。このように受検者側に作用
する力を分散できれば、鼻腔粘膜等に作用するおそれがある単位面積当たりの圧力を効果
的に抑制でき、経鼻内視鏡検査の受検者が痛み等を感じるおそれを抑制できる。
【００２２】
　なお、上記リブ部の配置間隔が３０度未満であると、当該リブ部の周方向の配置密度が
高くなり上記経鼻内視鏡用ガイドチューブの可撓性が低下するおそれがある。また、上記
薄壁部の周方向の長さが短くなるため、当該薄壁部を内側に折り畳むことによる縮径効果
が十分でなくなるおそれがある。
　一方、上記リブ部の配置間隔が６０度を超えると、周方向における上記リブ部の配置間
隔が広くなり、それ故、上記経鼻内視鏡の外径によっては、上記リブ部と接触することな
く上記薄壁部のみと接触するおそれが生じてくる。そうすると、上記経鼻内視鏡から上記
経鼻内視鏡用ガイドチューブに作用する力を分散して受検者側に伝達できるという作用効
果が十分でなくなるおそれが生じる。
【００２３】
　上記第１又は上記第２の発明において、上記経鼻内視鏡用ガイドチューブは、受検者が
上下の歯で把持可能に構成した把持片を含む挿入位置保持ブロックを固定してなることが
好ましい（請求項６）。
　この場合には、受検者に上記把持片を噛ませておくことで、上記経鼻内視鏡用ガイドチ
ューブの挿入位置を確実性高く保持できる。例えば、上記経鼻内視鏡の操作や、上記経鼻
内視鏡に内挿した治療器具の操作等に応じた上記経鼻内視鏡用ガイドチューブが鼻孔内の
横方向あるいは奥行き方向の変位により、鼻中隔軟骨や鼻腔粘膜等に過大な押圧力が作用
するおそれを未然に防止することができる。さらに、例えば、上記経鼻内視鏡用ガイドチ
ューブの挿入位置を保持すれば、上記経鼻内視鏡の挿入に応じて上記経鼻内視鏡用ガイド
チューブが挿入方向に従動するおそれを未然に抑制できる。
【実施例】
【００２４】
（実施例１）
　本例は、経鼻内視鏡３の挿入を補助するための経鼻内視鏡用ガイドチューブ１に関する
例である。この内容について、図１～図８を用いて説明する。
　本例の経鼻内視鏡用ガイドチューブ１は、図１～図３に示すごとく、経鼻内視鏡３の挿
入を補助するための管状のものである。
　この経鼻内視鏡用ガイドチューブ１は、長手方向に略均一の断面形状を有してなる。そ
して、この断面形状が、複数のリブ部１１と内側に折り畳み可能に構成した薄壁部１２と
よりなる。この薄壁部１２は、リブ部１１よりも薄肉であって、かつ、周方向に隣り合っ
て位置する２箇所のリブ部１１を連結するように構成した部分である。
　図１に示すごとく薄壁部１２を内側に折り畳んだ縮径状態の経鼻内視鏡用ガイドチュー
ブ１は、経鼻内視鏡３の挿入に応じて内側に折り畳んだ薄壁部１２を展開することにより
図２に示すごとく拡径可能である。
　以下に、この内容について詳しく説明する。
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【００２５】
　まず、経鼻内視鏡３の構成について概説しておく。経鼻内視鏡３は、図３に示すごとく
、外径Ｄ３＝５ｍｍの可撓中空管状の挿入部３１と、該挿入部３１の基端側に連結された
操作部３４と、操作部３４から延設されたコネクタ部３５とを備えている。挿入部３１は
、挿入方向の先端面をなす先端部３１３と、該先端部３１３から控えて位置する湾曲部３
１２とを有している。先端部３１３は、その先端面に、図示しない観察窓及び照明窓を有
している。湾曲部３１２は、操作部３４を利用した遠隔操作によって屈曲可能なように構
成してある。
【００２６】
　操作部３４は、湾曲部３１２を屈曲操作するための操作ノブ３４５と、観察窓に洗浄水
を噴射するための送水操作弁３４６と、処置具を挿入するための挿入口３４８等とを配置
した部分である。コネクタ部３５は、図示しない光源装置を接続するコネクタや、ビデオ
装置等を接続するコネクタ等を配置した部分である。そして、経鼻内視鏡３は、挿入口３
４８を介して先端部３１３から突出させた鉗子等の検査器具による検査や、高周波スネア
等の治療器具による治療が可能なように構成してある。
【００２７】
　本例の経鼻内視鏡用ガイドチューブ１は、図１～図４に示すごとく、受検者５の鼻孔５
０から経鼻内視鏡３を挿入するに先だって予め挿入しておき、経鼻内視鏡３の挿入を容易
にするための補助具である。経鼻内視鏡用ガイドチューブ１は、生体に対する害の少ない
生体適合性プラスチック材料である軟性ポリプロピレンよりなる管状部材である。軟性ポ
リプロピレンよりなる経鼻内視鏡用ガイドチューブ１は、可撓性に優れ、しなやかに屈曲
し得る。
【００２８】
　経鼻内視鏡用ガイドチューブ１では、挿入する際に鼻腔粘膜５１等を傷つけることがな
いよう、挿入方向の先端の角部に丸め加工を施してある。また、経鼻内視鏡用ガイドチュ
ーブ１は、挿入方向の後端側に設けた略矩形状のプレート部１５を介して、マウスピース
状の挿入位置保持ブロック１３を固定してなる。本例の挿入位置保持ブロック１３は、生
体適合性プラスチック材料であるポリプロピレンよりなるものである。
【００２９】
　挿入位置保持ブロック１３は、受検者５が上下の歯５５で把持するための把持片１３１
と、受検者５の口唇に当てがうマウスパッド部１３２とよりなる。このマウスパッド部１
３２は、検査者側の表面に設けた略矩形状の窪み部１３５と、この窪み部１３５に開口し
て貫通する挿入口１３０とを有している。一方、経鼻内視鏡用ガイドチューブ１の後端部
には、窪み部１３５に対応する略矩形状のプレート部１５を設けてある。そして、本例で
は、窪み部１３５にプレート部１５を配置した状態で、挿入位置保持ブロック１３に経鼻
内視鏡用ガイドチューブ１を固定してある。
【００３０】
　上記のごとく、本例の経鼻内視鏡用ガイドチューブ１は、後端のプレート部１５を窪み
部１３５に配置した状態で挿入位置保持ブロック１３を固定したものである。このような
固定構造を採用した経鼻内視鏡用ガイドチューブ１は、挿入位置保持ブロック１３から挿
入方向に抜け落ちるおそれがほとんどない安全性の高いものである。
【００３１】
　なお、プレート部１５を後端に設けた本例の経鼻内視鏡用ガイドチューブ１によれば、
挿入位置保持ブロック１３を使用せずに経鼻内視鏡検査を行うことも可能である。鼻孔５
０よりも大型のプレート部１５を鼻孔５０の出口に係合できるため、経鼻内視鏡用ガイド
チューブ１が鼻孔５０内に脱落するおそれを未然に回避できるからである。さらになお、
このプレート部１５にはメッシュ孔を設けておくことも好ましい。この場合には、このメ
ッシュ孔を介して、受検者５の鼻呼吸を可能とし、検査負担を軽減できる。
【００３２】
　なお、上記経鼻内視鏡用ガイドチューブ１の材質としては、本例のポリプロピレンのほ
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か、ポリエチレン、ポリウレタン、ナイロン、ポリ塩化ビニル等、様々な材質を採用する
ことができる。
　また、上記挿入位置保持ブロック１３の材質としては、本例のポリプロピレンのほか、
ポリエチレン、ポリウレタン、ポリスチレン、ＡＢＳ樹脂等、様々な材質を採用すること
ができる。
【００３３】
　図４に示すごとく、上記挿入位置保持ブロック１３の把持片１３１を受検者５に噛ませ
ておけば、経鼻内視鏡用ガイドチューブ１の挿入位置を確実性高く保持することが可能で
ある。すなわち、経鼻内視鏡３の挿入に伴う経鼻内視鏡用ガイドチューブ１の挿入方向の
従動を未然に防止できる。さらに、経鼻内視鏡３の操作や、経鼻内視鏡３に挿通させた治
療器具等の操作に応じて、鼻孔５０の横方向あるいは奥行き方向に経鼻内視鏡用ガイドチ
ューブ１が変位するおそれを抑制できる。それ故、受検者５に把持片１３１を噛ませてお
けば、経鼻内視鏡用ガイドチューブ１の挿入方向の変位に応じて鼻腔粘膜５１等との間に
擦れ等が発生するおそれや、経鼻内視鏡用ガイドチューブ１が鼻中隔軟骨５０１あるいは
鼻腔粘膜５１等に過大な押圧力を作用するおそれ等を確実性高く抑制し得る。
【００３４】
　次に、本例の経鼻内視鏡用ガイドチューブ１の特徴ある断面形状について説明する。拡
径状態の経鼻内視鏡用ガイドチューブ１は、図２に示すごとく、長手方向に略均一であっ
て、かつ、外径Ｄ２＝７．２ｍｍ程度の略円形の外形状を呈する断面形状を有している。
この断面形状は、周方向等間隔の８カ所に設けたリブ部１１と、周方向に隣り合うリブ部
１１を連結する薄壁部１２とを周方向に交互に配置したごとき形状を呈している。
【００３５】
　リブ部１１は、図２に示すごとく、内側に向けて凸状を呈し、薄壁部１２よりも径方向
に肉厚の部分である。８カ所のリブ部１１の内接円径ｄ１は６．２ｍｍであり、薄壁部１
２の内接円径ｄ２は６．６ｍｍである。そして、リブ部１１の径方向の厚みは約０．５ｍ
ｍであり、薄壁部１２の径方向の厚みは約０．３ｍｍである。なお、本例の経鼻内視鏡用
ガイドチューブ１に適合する経鼻内視鏡は、その外径が５～５．９ｍｍ程度のものである
。図２では、外径Ｄ３＝５ｍｍの本例の経鼻内視鏡３の断面を点線の円により図示してあ
る。
【００３６】
　縮径状態の経鼻内視鏡用ガイドチューブ１は、図１に示すごとく、周方向に隣り合うリ
ブ部１１の間に形成された薄壁部１２を内側に折り畳んだ状態にある。リブ部１１は、例
えば、傘の骨のような部分であり、薄壁部１２は、傘の生地のような部分である。薄壁部
１２を内側に折り畳む本例の経鼻内視鏡用ガイドチューブ１の構造は、洋傘というよりも
傘生地を内側に折り畳む蛇の目傘等の和傘の開閉構造に似通っている。本例の経鼻内視鏡
用ガイドチューブ１は、薄壁部１２を内側に折り畳むことにより、外径Ｄ１＝約３ｍｍ程
度の縮径状態を実現し得る。なお、図１では、経鼻内視鏡３の外径Ｄ３＝５ｍｍを点線の
円により図示してある。
【００３７】
　本例の経鼻内視鏡用ガイドチューブ１は、使用前の状態において図１に示すごとく縮径
状態にある。そして、この縮径状態の経鼻内視鏡用ガイドチューブ１は、例えば、以下の
ような製造方法により製造することができる。本例の縮径状態の経鼻内視鏡用ガイドチュ
ーブ１の製造方法は、まず、図２の拡径状態の経鼻内視鏡用ガイドチューブ１と略同一断
面形状を呈する中間加工品を作製し、その後、この中間加工品に対して絞り加工を施すと
いうものである。以下、本例の経鼻内視鏡用ガイドチューブ１の製造方法について概説す
る。
【００３８】
　まず、上記の中間加工品を作製するに当たっては、図５に示すごとく、略同一円周上の
８カ所に原材料供給孔６１１を穿設した上流側の端面６１０と、拡径状態の経鼻内視鏡用
ガイドチューブ１（図１参照。）の断面形状と略一致した形状の間隙部６１２を設けた下
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流側の端面６１５とを有する成形型６１を利用している。この成形型６１では、拡径状態
の経鼻内視鏡用ガイドチューブ１のリブ部１１の配設位置にそれぞれ対応するように設け
た各原材料供給孔６１１が反対側の間隙部６１２に連通している。この成形型６１を利用
すれば、溶融状態の原材料を原材料供給孔６１１に供給することで、図２のごとき断面形
状の中間加工品を形成することができる。
【００３９】
　次に、上記の中間加工品の絞り加工を実施する。絞り加工では、図６に示すごとく、略
円筒状の絞り加工型６２を通過させることで、図１に示すごとく縮径状態の経鼻内視鏡用
ガイドチューブ１を得る。絞り加工型６２の貫通中空孔６２０は、一方の端部側から他方
に向けて徐々に縮径する孔である。中間加工品を供給する側の端部における貫通中空孔６
２０の内周形状６２１は、中間加工品の断面外形状に略一致している。そして、他端にお
ける貫通中空孔６２０の内周形状６２２は、図１に示すごとく縮径状態の経鼻内視鏡用ガ
イドチューブ１の外接円形状に略一致している。
【００４０】
　そして、この絞り加工型６２の中間に位置するＡ－Ａ断面の内周形状６２５は、経鼻内
視鏡用ガイドチューブ１の薄壁部１２の周方向位置に対応して凸状のガイド部６２３を有
している。この凸状のガイド部６２３によれば、経鼻内視鏡用ガイドチューブ１を縮径さ
せるに当たって、薄壁部１２を内側に折り畳むきっかけを与えることが可能である。この
絞り加工型６２を用いて上記中間加工品に絞り加工を施せば、上記中間加工品を元にして
、図１に示すごとく縮径状態の経鼻内視鏡用ガイドチューブ１を最終製品として得ること
ができる。
【００４１】
　なお、本例に代えて、上記中間加工品を最終製品とすることもできる。この場合には、
上記絞り加工型６２のような治具部材を別途、提供するのが良い。この場合には、経鼻内
視鏡検査の実施者は、拡径状態の経鼻内視鏡用ガイドチューブ１（図２参照。）を上記治
具部材に通過させることで使用に適した縮径状態（図１参照。）を設定することができる
。
【００４２】
　次に、上記の経鼻内視鏡用ガイドチューブ１を利用した経鼻内視鏡３の検査方法につい
て、具体的に説明する。経鼻内視鏡検査を実施するに当たっては、図４に示すごとく、受
検者５の鼻孔５０から上記縮径状態の経鼻内視鏡用ガイドチューブ１（図１参照。）を挿
入し、後端の挿入位置保持ブロック１３が鼻孔５０近くに到達するまで前進させていく。
そして、挿入位置保持ブロック１３の把持片１３１を受検者５に噛ませることで、経鼻内
視鏡用ガイドチューブ１の挿入位置を精度高く保持する。なお、本例では、鼻腔入口から
食道入口までの屈曲経路を含む範囲に経鼻内視鏡用ガイドチューブ１を配置した。
【００４３】
　ここで、外径Ｄ１＝３ｍｍ程度であって非常に細く、かつ、可撓性に優れ、柔軟な経鼻
内視鏡用ガイドチューブ１（図１参照。）によれば、挿入経路の屈曲形状に適合しながら
比較的容易に挿入していくことができる。
【００４４】
　その後、挿入方向位置固定ブロック１３の挿入口１３０を介して経鼻内視鏡３を挿入し
ていく。このとき、経鼻内視鏡用ガイドチューブ１は、経鼻内視鏡３の前進に応じて順次
、内側に折り畳んだ薄壁部１２を展開させて拡径することで、経鼻内視鏡３の挿入を許容
し得る。そして、このように経鼻内視鏡３を経鼻内視鏡用ガイドチューブ１に挿入してい
くことで、鼻腔入口から食道入口までの屈曲経路を安全に経由して検査対象部位に先端部
３１３を到達させる。
【００４５】
　上記のごとく経鼻内視鏡用ガイドチューブ１を介して経鼻内視鏡３を挿入すれば、経鼻
内視鏡３を直接、挿入するのに比べて格段に受検者５の負担を軽減し得る。すなわち、経
鼻内視鏡用ガイドチューブ１を利用すれば、経鼻内視鏡３の固い先端部３１３が鼻腔粘膜
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５１等に直接、接触するおそれを確実性高く抑制できる。それ故、経鼻内視鏡３で鼻腔粘
膜５１等を傷つけるおそれを抑制できる。
【００４６】
　また、本例の経鼻内視鏡用ガイドチューブ１によれば、経鼻内視鏡３を挿通させるに当
たって、その外周面を複数のリブ部１１の先端面を介して支持することで経鼻内視鏡３と
の接触面積を低減し得る。そのため、経鼻内視鏡３を挿入する際の挿通抵抗を抑制し、こ
れにより、挿入作業を一層、容易にできる。そして、挿入作業が容易となれば、経鼻内視
鏡検査の実施者が無理な力をかけることなく、効率よく短時間に挿入作業を終了できるよ
うになる。それ故、受検者５の負担を一層、抑制できる。
【００４７】
　さらに、経鼻内視鏡用ガイドチューブ１に挿通させた経鼻内視鏡３は、その外周面が、
経鼻内視鏡用ガイドチューブ１の内周側に突出する２カ所以上のリブ部１１により支持さ
れ得る。それ故、経鼻内視鏡用ガイドチューブ１の外周面を介して経鼻内視鏡３から受検
者５側に作用する力が、上記２カ所以上のリブ部１１を形成した周方向範囲に分散するよ
うになる。これにより、受検者５が痛みを感じるおそれを抑制することが可能である。
【００４８】
　さらにまた、経鼻内視鏡用ガイドチューブ１を利用して経鼻内視鏡３を挿入すれば、挿
入後の検査や治療等を実施する際にも、受検者５の負担を有効に軽減し得る。すなわち、
経鼻内視鏡３の先端部３１３の向きを遠隔操作して検査対象部位を撮影したり、検査対象
部位で見つかった腫瘍等を治療する際にも、経鼻内視鏡３の外周面から作用する力を経鼻
内視鏡用ガイドチューブ１を介して受検者５側に分散して伝えることができる。それ故、
経鼻内視鏡用ガイドチューブ１によれば、検査中や治療中に痛みが発生するおそれを抑制
できる。
【００４９】
　以上のように、本例の経鼻内視鏡用ガイドチューブ１を利用して経鼻内視鏡検査を実施
すれば、極めて安全性高く検査や治療を実施することができ、受検者５の負担を極めて効
果的に軽減し得る。
【００５０】
　また、本例の経鼻内視鏡用ガイドチューブ１を利用すれば、鼻腔粘膜５１等を傷つけた
りするおそれを少なくできる。そのため、出血を抑える血管収縮剤や、痛みを緩和する局
所麻酔剤等、従来の経鼻内視鏡検査において注射等により投与していた薬剤の必要性を低
減できる。そして、これらの薬剤の必要性を低減できれば、より簡易的な投与方法を採用
できるようになったり、あるいは投与自体を不要にできる可能性がある。薬剤の簡易的な
投与方法としては、例えば、経鼻内視鏡用ガイドチューブ１の外周面に薬剤を塗布してお
き、鼻腔粘膜５１との接触に応じて薬剤を投与する等の方法がある。
【００５１】
　なお、本例では、縮径状態の経鼻内視鏡用ガイドチューブ１を利用したが、拡径状態の
経鼻内視鏡用ガイドチューブ１を鼻孔から挿入していくことも可能である。上記のごとく
本例の経鼻内視鏡用ガイドチューブ１は、柔軟であって可撓性に優れているのに加えて、
薄壁部１２を内側に折り込むことで容易に縮径し得るものである。それ故、拡径状態の経
鼻内視鏡用ガイドチューブ１によれば、挿入経路の屈曲形状や断面形状に柔軟に対応しな
がら、受検者５の負担少なく挿入していくことが可能である。
【００５２】
　さらに、経鼻内視鏡用ガイドチューブ１の断面形状としては、図７に示すごとく、周方
向の形成幅が１０度程度の幅広のリブ部１１を９０度毎に配置したものであっても良い。
なお、このように周方向の形成幅を幅広に形成する場合には、上記リブ部１１の配置間隔
を６０度～１２０度に設定することも良い。
【００５３】
　さらになお、本例では、図２に示すごとく拡径状態の経鼻内視鏡用ガイドチューブ１と
略同一断面形状を呈する中間加工品を成形している。これに代えて、図１に示すごとく縮
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径状態の経鼻内視鏡用ガイドチューブ１と略同一断面形状を呈する最終製品を、成形型を
用いて直接、成形することも可能である。
　また、本例では、薄壁部１２を内側に折り畳むことで縮径状態を形成しているが、これ
に代えて、図８に示すごとく、薄壁部１２を外側に折り返すことで縮径状態を実現するこ
とも可能である。
【図面の簡単な説明】
【００５４】
【図１】実施例１における、縮径状態の経鼻内視鏡用ガイドチューブの断面構造を示す断
面図。
【図２】実施例１における、拡径状態の経鼻内視鏡用ガイドチューブの断面構造を示す断
面図。
【図３】実施例１における、経鼻内視鏡を示す側面図。
【図４】実施例１における、鼻腔構造を示す人体断面図。
【図５】実施例１における、中間加工品を成形するための成形型を示す説明図。
【図６】実施例１における、最終製品を得るための絞り加工型を示す説明図。
【図７】実施例１における、その他の経鼻内視鏡用ガイドチューブの断面構造を示す断面
図。
【図８】実施例１における、その他の縮径状態の経鼻内視鏡用ガイドチューブの断面構造
を示す断面図。
【符号の説明】
【００５５】
　１　経鼻内視鏡用ガイドチューブ
　１１　リブ部
　１２　薄壁部
　１３　挿入位置保持ブロック
　１３１　把持片
　１３２　マウスパッド部
　３　経鼻内視鏡
　３１　挿入部
　３１３　先端部
　５　受検者
　５０　鼻孔
　５１　鼻腔粘膜
　６１　成形型
　６２　絞り加工型
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